
花粉症環境保健マニュアル

はじめに

　わが国では、１９６０年代にブタクサ花粉症、次いでスギ花粉症、イネ科の花粉症などの報告がされて

おり、その後花粉症は年々増加傾向にあります。

　花粉症は、花粉によって引き起こされるアレルギー疾患で、くしゃみ、鼻水、鼻づまり等のアレルギー

性鼻炎や目のかゆみ、流涙などのアレルギー性結膜炎が最も多く見られます。また、まれに喘息やアトピー

の症状を併発することがあります。わが国で最も多い花粉症は、地域差はありますが、春先に見られるス

ギ花粉症です。花粉症は日常生活に与える影響などによる社会的損失も大きい疾患です。

　花粉症問題の解決に向けては、さまざまな関係省庁が協力して、スギ花粉の発生源対策や花粉観測・

予測体制の整備、治療法の開発、発症の仕組みに関する研究などを進めています。

　このマニュアルは、保健師など保健指導にかかわっている方々をはじめ、多くの一般国民の方々に、花

粉症に対する新しい科学的知見や関連情報をご紹介するために作成しています。今般、最新の知見を踏

まえて２０１４年版として改訂しました。多くの方々に本マニュアルが広く活用され、花粉症対策の一助と

なることを期待いたします。

　本マニュアルの策定にあたりご協力をいただいた編集委員の皆様をはじめ、関係者の皆様に厚く御礼申

し上げます。
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